













70 日から 1 歳までの間に 1 回牛痘接種するよう規定していた。ところが、総督府は牛痘
を 2 回接種するよう変更した。接種時期は生後 90 日以降、そして最初の接種から 5 年以
後であった。1 回目の牛痘が不善感［種痘の効果が現れず免疫が生じない状態─訳者注］の場
合、再び接種しなければならない。再種痘の時期が 5 年後になったのも日本の場合とは異




























　総統府の期待が裏切られたのは 1919～ 20年の時期であった。1919年には 2140人の患者、
700 人の死亡者、翌年には 1 万 1532 人の患者、3614 人の死亡者が発生した。1915 ～ 17









　ところが、三・一運動の余波が鎮まった後の 1922 年・1923 年にもそれぞれ 3000 人を
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の内容の核心は、従来 2 回に分けて受けることになっていた牛痘接種の回数を 3 回に増や



































布された翌年の 1924 年、痘瘡患者数は 439 名であった。この数字は、前年度の 3722 名に
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比べると 9 分の 1 に減っている。しかし、1915 ～ 17 年の 50 名未満の水準までには戻ら





































 17 1930 年 1418 名、1931 年 1376 名、1932 年 2787 名、1933 年 4928 名であった。
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